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取扱説明書
工事説明付き

屋外ハウジング
品番 WV-QHS500-W

設置ガイド

このたびは、弊社製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。
	⿟取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。
	⿟ご使用前に「安全上のご注意」を必ずお読みください。
	⿟この取扱説明書は大切に保存してください。
	⿟製品の改良などにより、ご使用上影響のない範囲で、記載されている外観などが実際
の製品と異なる場合があります。

取扱説明書に記載されていない方法や、指定の部品を使用しない方法で施工されたこ
とにより事故や損害が生じたときには、当社では責任を負えません。また、その施工
が原因で故障が生じた場合は、製品保証の対象外となります。

i-PRO製品の「お問い合わせ」については、以下の弊社サポートウェブ
サイトを参照してください。
https://i-pro.com/products_and_solutions/ja/surveillance/contact-us
※「日本エリア」でお使いの場合に限ります。日本以外でお使いの場合の	
サービスはいたしかねます。

取扱説明書に記載されている「<管理番号：Cxxxx>」は、以下の弊社技
術情報ウェブサイト内で該当する情報を検索する際に使用する番号です。
https://i-pro.com/products_and_solutions/ja/surveillance/learning-and-
support/knowledge-base/technical-information

https://www.i-pro.com/
C0625-1065
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注意：
	⿟取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。

安全上のご注意 必ずお守りください
人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。

	■誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。

警告「死亡や重傷を負うおそ
れがある内容」です。 注意「軽傷を負うことや、財産の損害が	

発生するおそれがある内容」です。

	■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。（次は図記号の例です）

してはいけない内容です。 実行しなければならない内容
です。

警告
	■ 専用のカメラ以外は取り付けない

	 �（落下によるけがや事故の原因となります。）
	■ 風が強い場所に設置しない

	 �（風速60 m/s以上の風が強い場所に設置すると、落下などでけがや事故の
原因となります。）
	■ 高圧洗浄機などで本機の防水性能を超える水をかけない

	 �（浸水による火災や感電の原因になります。）

	■ 工事は販売店に依頼する
	 �（工事には技術と経験が必要です。火災、感電、けが、器物損壊の原因とな
ります。）

	 ⇒必ず販売店に依頼してください。
	■ 専用の取付金具を使用する

	 �（落下によるけがや事故の原因となります。）
	 �⇒設置の際は、専用の取付金具を使用してください。
	■ 落下防止対策を施す

	 �（落下によるけがの原因となります。）
	 �⇒落下防止ワイヤーを必ず取り付けてください。
	■ ねじやボルトは指定されたトルクで締め付ける

	 �（落下によるけがや事故の原因となります。）

注意
	■ 金属のエッジで手をこすらない

	 �（強くこするとけがの原因となります。）

本機をご使用の際は、取り付けるカメラの取扱説明書に記載された「安全上のご注意」
とあわせてお読みください。
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商品概要
本機は、i-PRO miniカメラを屋外（軒下）に設置する際に使用する専用の屋外ハウジング
です。

取り付け可能なカメラの最新情報 ＜管理番号：C0501＞

仕様
使用温度範囲 −10 ℃～+40 ℃

防塵性・防水性※1 IP66（JIS C 0920）準拠

耐風速性 風速40 m/s 以下

寸法 幅： 111 mm／高さ：66 mm／奥行：41 mm

質量 約 180 g

仕上げ PC樹脂／アルミダイカスト　　　i-PROホワイト

※1	取扱説明書に従い設置工事が正しく行われ、かつ適切な防水処理が行われた場合のみ。

設置上のお願い
	■設置工事は電気設備技術基準に従って実施してください。

本機の設置・接続を始める前に必要な周辺機器やケーブルを確認し、準備してください。
接続する前に、カメラ、PCなど接続する機器の電源を切ってください。

	■本機をカメラに装着してご使用の場合は、カメラの以下の操作・確認ができな
くなります。操作・確認が必要な場合は、本機からカメラを外して実施してく
ださい。
	⿠カメラ側面のスイッチ、USB2.0端子、microSDスロット、LINKランプ、ACTラ
ンプ、INITIAL  SETボタン
	⿠カメラ正面のマイク（右）（左）、
	⿠カメラ正面の緑LEDランプ、赤LEDランプ（ステータスランプ）

	■本機の設置場所や防水処理について
	⿟本機を使用することにより、対応する屋内用カメラを屋外に設置できますが、以下の設
置条件にご注意ください。変形・変色または故障の原因となります。
	⿠日光や風雨が直接長時間当たる場所へは設置しないでください。
	⿠エアコンの室外機付近には設置しないでください。

	⿟日光や強い光が直接レンズ部分に当たる場所に設置しないでください。映り込みが発生
し映像が白っぽくなる場合があります。
	⿟カメラ本体の取扱説明書の配線指示通りに配線した上で、防水処理を行ってください。
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対応モデル
	■i-PRO mini

WV-S7130UX 2MP(1080p) 屋内 小型 AIカメラ

	■i-PRO mini L
WV-B71300-F3 2MP(1080p) 屋内 小型カメラ
WV-B71300-F3-1 2MP(1080p) 屋内 小型カメラ(ブラック)

WV-S7130UX
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金具と付属品をご確認ください

固定ねじ	
（M3×6 mm）×9	
（うち 2本は予備）防水ラバーA ×1

※1
防水ラバーB ×1

※1
ケーブル金具 ×1

※1

ビット （六角対辺　
6.35 mm T10）×1 防水テープ ×1 ケーブルカバー ×1

※1	防水ラバーA、防水ラバーBは、ケーブル金具に取り付けて梱包されています。

付属品以外に必要なもの
	■ 共通
	⿟落下防止ワイヤー	 	 （カメラ付属品）
	⿟ワッシャー	 	 	 （カメラ付属品）
	⿟スプリングワッシャー	 	 （カメラ付属品）
	⿟落下防止ワイヤー固定ねじ	 （現地調達）
M4×16 mm※2／1本　最低引抜強度：726 N※3｛74 kgf｝

WV-QWL505

WV-QCL102-W

	■ WV-QWL505（壁取付金具）を使って天井や壁面に固定する場合
	⿟WV-QWL505（壁取付金具）
	⿟WV-QWL505（壁取付金具）を固定するねじ※4

	■ 取付座を使ってWV-QCL102-W（カメラ取付金具）に固定する場合
	⿟取付座（カメラ付属品）
	⿟取付座用固定ねじ（M3×6 mm）（カメラ付属品）
	⿟WV-QCL102-W（カメラ取付金具）
	⿟WV-QCL102-W（カメラ取付金具）を固定するねじ※4

※2	ねじの長さは厚み20 mm以上の堅牢な設置面に設置する場合の例です。
※3	ねじ1本あたりに要求される最低引抜強度です。最低引抜強度の考え方については

弊社技術情報ウェブサイト<管理番号：C0120>を参照してください。
※4	設置に使用する金具の取扱説明書を参照してください。
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各部の名前

壁取付金具
固定位置

落下防止ワイヤー
固定ねじ

防水ラバーA 防水ラバーB

リアカバー

ケーブル金具

固定ねじ（3本）

フロントカバー

ケーブル配線口
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Step1 前準備

取付座

取付座用固定ねじ
（2本）

	⿟取付座はWV-QCL102-W（カメラ
取付金具）使用時に再度使用します
ので保管してください。
	⿟カメラから取り外した取付座用固定
ねじ（2本）は屋内用ねじですので使
用できません。

保護カバー
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Step1 前準備（つづき）

ケーブル金具表側
“▽”マーク

防水ラバーB

防水ラバーA

スリット部分

防水ラバーA、B

メモ：
	⿟�防水ラバーA、防水ラバーBは、ケー
ブル金具に取り付けて梱包されてい
ます。

	⿟防水ラバーA、Bをケーブル金具よ
り取り外す際は防水ラバーAの下
部、スリット部分が破損しないよう
に注意して取り外してください。

	⿟防水ラバーA、防水ラバーBは破損
しないように注意して保管してくだ
さい。
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Step1 前準備（つづき）
	⿟本機をカメラに取り付けて設置する場合は、前準備や設置手順が変更になります。
以下の内容についてご注意ください。

①	落下防止ワイヤー
	⿠カメラに付属している落下防止ワイヤーはカメラには取り付け
ず、本機に取り付けてください。

②	microSDメモリーカード
	⿠本機にカメラを取り付けると、カメラ側面のカバーを開閉でき
ません。microSDメモリーカードを使用する場合は、本機に
カメラを固定する前に装着してください。

③	カメラの向き調整
	⿠本機にカメラを取り付けると、Wi-Fi USBアダプターを取り
付けることができません。そのため、携帯端末のWi-Fi機能を
使っての画角調整はできません。

④	カメラの姿勢確認
	⿠本機にカメラを取り付けると、カメラ正面の緑ランプ、赤ラン
プは見えなくなります。
ランプを使ってのカメラの向き調整はできません。
	⿟本機をカメラに取り付ける前に一旦カメラを動作させ、画面の確認が必要なカメ
ラの設定を必ず事前に実施してください。

→	電源ON（DC 5 V／PoE）

RJ45ジャック

USB type-Cプラグ
（現地調達）

DC 5 V

電源接続ケーブル

RJ45プラグ
（現地調達）

Ethernetケーブル	
（カテゴリー5e以上、	
ストレート、4対（8芯））

技術情報ウェブサイト
「IP簡単設定ソフトウェア」
<管理番号：C0123>
または
「 i-PRO設定ツール（iCT）」
<管理番号：C0133>
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Step2
ビット（付属品）

リアカバー

	⿟リアカバー取付前に防水ラバーが外れ
ていないことを確認してください。
	⿟リアカバーへはRJ45ネットワーク
ケーブル→電源接続ケーブルの順に通
してください。
	⿟推奨締付トルク：
0.8 N·m {8.16 kgf·cm}

カメラ

リアカバー

防水ラバー
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Step3

スリット

①

防水ラバーA
（付属品）

②

①

②

①

スリット
防水ラバーB
（付属品）

①

ケーブル金具
（付属品）

▽マーク

推奨締付トルク：
0.8 N·m {8.16 kgf·cm}固定ねじ（3本）

（付属品）
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Step3 （つづき）
100 mm

防水テープ
（付属品）

	⿟防水テープは防水ラバーBの側面（イラ
ストの←部分）より巻き始め、防水ラバー
A、Bの根元部分をしっかりと巻いてく
ださい。
	⿟RJ45ネットワークケーブルと電源ケー
ブルを一緒に防水処理します。
	⿟防水テープは約2倍に伸ばして使用しま
す。

※	Step 4、Step 5では防水テープ部分は省略しています。
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Step4

落下防止ワイヤー
固定ねじ

落下防止ワイヤー
（カメラ付属品）

推奨締付トルク：
0.6 N·m {6.12 kgf·cm}
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Step5
	■壁取付金具（WV-QWL505）を使って設置する場合

壁取付金具（WV-QWL505）の設置方法については、弊社ウェブサイトのダウン
ロード一覧にある取扱説明書を参照してください。

本機を壁取付金具（WV-QWL505）を使っ
て設置する場合は、壁取付金具
（WV-QWL505）に付属のねじ（屋内用）で
はなく、必ず本機に付属のねじ（屋外用）を
ご使用ください。

推奨締付トルク：
0.8 N·m {8.16 kgf·cm}

固定ねじ（2本）
（付属品）

固定ねじ（2本）
（付属品）

壁取付金具
（WV-QWL505）
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Step5
	■カメラ取付金具（WV-QCL102-W）を使って設置する場合

カメラ取付金具（WV-QCL102-W）の設置方法については、弊社ウェブサイトの
ダウンロード一覧にある取扱説明書を参照してください。

固定ねじ（2本）
（付属品） 取付座

（カメラ付属品
→Step1 前準備）

	⿟必ず本機付属品のねじをご使用ください。
	⿟推奨締付トルク：0.8 N·m {8.16 kgf·cm}
	⿟取付座の固定向きは設置向きによって
90°毎に変えることができます。
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Step6 屋外（軒下）設置となりますのでケーブルの接続部分は電源ケーブ
ルと一緒に防水処理が必要です。

	■ RJ45ネットワークケーブルの接続

カメラ側

ケーブルカバー

RJ45ネットワーク
ケーブル

Ethernetケーブル
爪側

Ethernetケーブル
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Step6 （つづき）
	■ DC 5 V電源ケーブルの接続

メモ：
	⿟PoE電源でカメラを動作させる場合は、DC 5 V電源ケーブルの接続手順は不要になり
ます。

電源ケーブル USB TypeC プラグ
（現地調達）

	⿟コネクターが外れないよう
に防水テープ（付属品）で固
定してください。

防水テープ
（付属品）
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Step6 （つづき）
	■ケーブル類の防水処理 	⿟RJ45ネットワークケーブルと電源ケー

ブルを一緒に防水処理します。
	⿟PoE電源を使用する場合は、カメラの電
源ケーブルは使用しません。使用しない
電源ケーブルも一緒に防水処理してくだ
さい。
	⿟防水テープは約2倍に伸ばして使用しま
す。

約20 mm

防水テープ	
（付属品）

約20 mm

Step7 → 電源ON（DC 5 V／PoE）

	⿟本機フロントカバーのレンズ部分に貼ってある保護シートを剥がしてください。


